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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

アジア経済論（Asian Economy） 

393133-14200 
担当教員 

權 五景 

（グォン オーギョン） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 学生参加型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

猛烈なスケールとスピードでグローバル化が進んでいる。その中で、日本をはじめとするアジアは地

政学的に世界の中でもたいへんホットな地域である。本講義では、「アジア経済発展の意味はどこにあ

るのか」、「アジア諸国の経済はなぜ、ヨーロッパや北米経済ほど経済発展が進んでいないのか」、「そ

れを妨げているものは何か」、「その対策は何か」等などの疑問に答えていく。授業の水準は基礎応用

の水準である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

復習を兼ねた質疑が多い。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

なし 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 戦後アジア経済の変貌をアメリカと関連付けて説明できるようになる。 

(ii) 急成長を遂げた国々の特徴について説明できるようになる。 

(iii) 社会状況と経済発展との関係について説明できるようになる。 

⑥ テキスト（教科書） 

なし。授業開始時にレジュメを配る。 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 
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総合評価割合 50%  30%   20%  100% 

(i) アジア経済とアメリカ

との関連 

15%  10%   5%  30% 

(ii) 急成長を遂げた国々

の特徴 

25%  15%   10%  50% 

(iii) 社会状況と経済発展

との関係 

10%  5%   5%  20% 

フィードバックの方法 次回の授業の冒頭に課題について触れる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

理解度を確認しながら、授業を進めていく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
アジア経済圏の基礎情報  地図と中心都市を覚える 60 分 

2 
中国経済高成長の要因（マクロ

経済） 

配布物 90 年前後のデーターを集める 60 分 

3 
中国経済（農村・労働） 配布物 映画「生きる」の感想文を作成する。 60 分 

4 
中国経済（金融・企業経営） 配布物 共有地の悲劇の事例を集める。 60 分 

5 
中国経済（貿易・投資） 配布物 中国貿易の特徴が分かるデーター

を集める。 

60 分 

6 
台湾・香港・シンガポール経済 配布物 各国経済の特徴が分かるデーター

を作成する。 

60 分 

7 
インド経済 配布物 インド経済の特徴が分かるデータ

ーを作成する。 

60 分 

8 
東南アジア経済 配布物 東南アジアの農業機械に関するデ

ーターを作成する。 

60 分 

9 
韓国経済 配布物 韓国経済の特徴が分かるデーター

を作成する。 

60 分 

10 
韓国財閥 配布物 韓国財閥の規模を日本の大企業と

比較する。 

60 分 
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11 
北朝鮮の経済 配布物 北朝鮮経済のジレンマがわかるイ

メージ図を作成する。 

60 分 

12 
モンゴル・極東ロシア経済 配布物 各国経済の特徴が分かるデーター

を作成する。 

60 分 

13 
イスラエル経済 配布物 創業の事例を作成する。 60 分 

14 

日本経済とアジア 配布物 日本にあって、アジア諸国に足りな

いものについて800字程度に作成す

る。 

60 分 

15 

世界経済の秩序とアジア 配布物 第 2 次世界大戦以降の世界経済の秩

序の変化がアジアに与えた影響に

ついて 800 字程度に作成する。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

予習と復習のためのレポートを課する。また、授業の進行方法は講義とミニディスカッションが半々

ずつとなる（学生参加型 AL）。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 

 

 

 


